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3.2.4 内水対策

背後地の状況変化等により、新たに内水対策の必要性が高まった地区や改築の必要性が

高まった排水樋門等については、内水浸水発生原因及び内水処理方策について調査・検討

を行う。

さらに、局地的な豪雨等による浸水等が発生した地区については、国土交通省豊橋工事

事務所が配備している排水ポンプ車や、国土交通省の近隣事務所に配備されている排水ポ

ンプ車を機動的に活用し、浸水被害の軽減に努める。

3.2.5 耐震対策

豊川下流部及び豊川放水路では、地震に伴う基礎地盤の液状化等により堤防の沈下、崩

壊、ひび割れ等が生じた場合に浸水等の二次災害が発生する恐れのある区間があるため、

緊急度の高い区間について基礎地盤の液状化対策を実施する。

表3.2.4 耐震対策の施工場所

No 河川名 本支川 左右岸 距離標
の別 の別 (k)

① 豊川 豊川放水路 左岸 0.6～1.0


